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金城大学短期大学部は、1976（昭和51）年に幼児教育科及び美術科の2学科
で開学し、現在では、幼児教育学科、美術学科、ビジネス実務学科及び留学生別
科を設置しています。専門分野の異なる学科から構成されていますが、全体と
して調和のとれた明るく活気のある短期大学です。
手づくりによるきめ細かい教育を実践し、専門的な知識・技能の学修やさま

ざまな資格の取得支援に加え、学外活動等を通じた視野の広い柔軟な思考力
や、職業的・社会的な自立に向けた汎用的な力の育成にも努めています。幼児教
育学科の「KINJO特化」、美術学科の「公開オーディション」、ビジネス実務学科
の「カフェテリア履修」など、それぞれの学科には特徴的な学習プログラムを用
意し、また教員や学生の学科間交流も盛んに行っています。
2026（令和8）年4月には創立50周年を迎えることとなり、これまで積み上げ

てきた歴史と伝統を重んじ、地域に密着した短期大学として、今後よりいっそ
う地域社会の多様なニーズに対応できる教育研究活動を推進していきます。

手づくりの温かさをもった教育
金城から地球を歩こう

設立の理念

金城大学短期大学部

目的及び使命
教育基本法及び学校教育法に則り、建学の精神を
基本理念として、専門的な知識技能を修得させ、円
満な人格と豊かな情操を養い、もって社会に貢献
できる心身ともに健全なる人物を養成し、併せて
有能な職業人としての資質を養うことを目的とす
る。（金城大学短期大学部学則第１条）
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学長  加藤　博

沿革

1976（昭和51）年 金城短期大学（幼児教育科・美術科）を開学
1984（昭和59）年 秘書科を設置
 台湾・国立台湾芸術大学と姉妹校協定を締結
1986（昭和61）年 米国・ミズーリ州のコロンビア大学と姉妹校協定を締結
1988（昭和63）年 米国・オハイオ州のハイデルベルグ大学と姉妹校協定を締結
1989（平成元）年 台湾の私立遠東工業専科学校と姉妹校協定を締結
1991（平成 3）年 幼児教育科を幼児教育学科に、美術科を美術学科に、
 秘書科を秘書学科にそれぞれ名称変更
1995（平成 7）年 幼児教育学科と秘書学科を男女共学とし、全学科共学とする。
1998（平成10）年 幼児教育学科専攻科福祉専攻を設置
1999（平成11）年 中国の蘇州市職業大学と姉妹校協定を締結
2000（平成12）年 金城大学短期大学部に名称変更
2001（平成13）年 秘書学科をビジネス実務学科に名称変更
2004（平成16）年 留学生別科を設置
 中国の無錫科技職業学院と学術交流協定を締結
2015（平成27）年 嘉悦大学と大学間連携協定を締結
2016（平成28）年 幼児教育学科専攻科福祉専攻を廃止
2018（平成30）年 金沢工業大学及び国際高等専門学校と教育・研究協力協定を締結
 金沢市近郊私立大学等の特色化推進プラットフォーム形成に関する連携協定を締結
 石川県と防災分野における連携に関する協定を締結
2020（令和２）年 中国の上海健康医学院と教育学術交流協定を締結
 第一生命保険と包括連携協定を締結
2021（令和３）年 イオンモール白山と産学連携協力に関する協定を締結
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学生数

学科等 入学定員

90

65

95

250

20

270

幼児教育学科

美術学科

ビジネス実務学科

小計

留学生別科

合計

収容定員

180

130

190

500

20

520

学生数

145

123

197

465

10

475

留学生数
（内数）

0

0

3

3

10

13

学年別学生数

65

60

88

213

10

223

1年次 2年次

80

63

109

252

-

252

男/女
（％）

4/96

15/85

7/93

8/92

50/50

9/91

2025（令和7）年5月1日現在

令和6年度卒業生の進路
卒業者数累計（令和6年度を含む。）16,570人

金沢21世紀美術館で開催した美術学科「卒業制作展」が、文化庁が統括する国家プロジェクト
「日本博2.0」の参加型認証を受けました。2025年3月5日から9日までの会期中、のべ6,879名（うち外国人
427名）の来場者がありました。

ビジネス実務学科において、7年ぶりに海外研修を実施しました。研修先は韓国とし、３泊４日の日程で
12名が参加しました。学生たちは企業訪問や現地学生との交流などを通じて異文化経験を深めました。

幼児教育学科において、近隣の小学生を対象とした「金城こども祭」を開催しました。学生80名が企画・
運営を行い、当日は、参加した小学生約170名との交流を楽しみ、学びを深めるとともに、実体験を通じて保育
の魅力を発信しました。

Topics

その他
16人

デザイン・
制作の専門職

7人

一般企業での
一般職35人

進学
9人

進学4人

公務員
（行政職）1人

美術学科
67人

幼児教育
学科
67人

児童福祉
施設等4人

一般企業等6人

進学2人 その他1人

私立こども園・保育所
49人

航空自衛官
1人

公立保育所・
こども園・公務員・
正規職員5人

ビジネス
実務学科
83人

一般事務
20人

医療事務
21人

接客・サービス
9人

製造・ＩＴほか
9人

販売・営業
13人

2025（令和7）年5月1日現在

その他5人

生徒の可能性を引き出すとともに個性を伸ばす教育を展開し、次の時代を切
り拓く生徒の育成に努めています。生徒一人ひとりの進路希望に合わせて3つの
コースから選択することができ、それぞれの進路実現に向けて教職員がきめ
細かくサポートしています。また、土曜日には各自の個性や適性に応じて60を
超える講座から自らが選択する「遊学講座」を開講し、本校独自のプログラムと
なっています。
部活動では運動部から文化部まで活動が盛んで、全国大会に出場したり全国

上位で活躍したりする部活動もあります。昨年度、新しい学生寮（遊生寮）が完成
し、県外からの生徒も含め、様々な目標をもった生徒が学校生活を送っていま
す。学校の雰囲気は明るく活気があり、体育祭や学園祭などは生徒が中心となり
学校行事を盛り上げています。
また、姉妹校提携を行っているフランス・ナンシー市の高校との交流を通して

国際化教育を推進しています。さらに、生徒一人一台タブレット端末を実現し
ICT教育にも力を注いでいます。

遊学館高等学校

教育目標
文武に励み、自らの品格を高めるとともに他者の人格を重んずる心を養い、遊学の精神を持って
未来を切り拓く人間の育成をめざす。

校長 嶋田　司

沿革

1904（明治37）年 金沢市に金城遊学館を創設
1905（明治38）年 金城女学校として認可される。
1909（明治41）年 現在地に校舎を建設し移転する。
1924（大正13）年 修業年限５か年の金城高等女学校となる。
1951（昭和26）年 学校法人金城高等学校に名称変更（組織変更）
1996（平成８）年 金城高等学校を男女共学とし、遊学館高等学校に名称変更
2008（平成20）年 普通科開設のコースを、特別進学、一般進学及び金城大学の３コースに変更
2016（平成28）年 フランス（ナンシー）ノートルダム・サン＝シジスベール校と姉妹校の提携


